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641【発明の名体】多言諄田君恩疎通支腹奏置及びシステム

(57)【要約】

腰 題】さらに複雑なものであっても共通に認識しうる

絵文字を用いた多言語同意思疎通支援装置及びシステム

を提供する。

【解決■段】このシステム 1は  言語の呉なるをへ 絵  
22

文■を用いて意思疎通を図ることを支援するものであっ  
23

て、ある言語が入力部24か ら入力されると 複数の絵  24

文字の候柿をその最有力候補が識別可能となるように表

示部23に 表示する表示子段 2,1と  それらの候補の  4

中から1つの候補が選,(されると この選択された候補

が前記獄イ「力候補と入れ替わる人昔手段 2ェ 2と を備え

ている。

〔選択図】図 1                    ハハ

‐だ
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【特t l 請求の範囲】

【姜求項 1 】

言言この異 な る者 と絵 文 字 を用 い て 意 H 疎 通 を図 る こ とを支 援 す る装 置 で あ つ て

あ る言 語 が 入 力 され る と 予 r ) メモ リに記 l g され た 複 数 の絵 文 字 の 候 補 を そ の 最 有 ブリ候

補 が識 別 可 能 とな る よ うに 末示 す る表 示 手 段 と

それ を) の候 柿 の 中 か ら 1 つ の 候 補 が送 f F され る と この 遷 択 され た候 補 を前 記 最 有 力候

補 と入れ 替 え て 前 記 メモ リに 記 憶 させ る 入若 手 段 と

を備 えた こ とを特 徴 とす る絵 文年 を用 い た 多 言 語 開 ま思 疎 連 支 援 装 置 .

[ 請求項 2 】

複数の絵 文年の最有 力候補 は 選択 の頻度が最 も高い ものである ことを特徴 とす る請求  1 0

項 1 記載の絵文字 を用いた多 言語 問意思疎通支援装置.

【請求項 3 】

複数の絵 文キの候柿は 最有力1 7 補の去わ りに配営 され るよ うに して女示 され ることを

特徴 とす る請求■ 1 又 は 2 記 哉 の絵 文字 を用いた多言語岡意思疎通支援装置。

1 請求項 4 】

それぞれイ ンター ネ ッ ト接続 されたパ ソコン上で 青語の異 なる古同■が 袴女年を用

いて意思疎通を図 ることを支f f するシステムであって

方の者に よ り自国語での人 力かな され ると 該一方の者 のパ ツコンが予ブ) メモ リに記

憶 され た複数の絵 文字 をその最有力候補が識" , 可能 となるよ うに表示す る第一表示手段 と

20

一 方 の 者 に よ りそ れ らの候 補 の 中か ら 1 つ の 候 補 が 選 択 され る と 該
一 方 の 者 の パ ソコ

ンが この 選 択 され た 候 補 を前 記 最 有 力候 補 と入 れ 皆 え て 前 記 メモ リに 記 憶 させ る第
一 入 誉

手段 と

に 方 の 者 の パ ソコ ンが 高t 記 メモ リに 記 情 され た 候 柿 を表 示 す る第 二 表 示 手 段 と

他 方 のを に よ り前 記 表 示 され た 候 補 は認 識 不 可 で あ る 旨が 入 力 され る と 該他 方 の 者 の

″くツコ ンが 前 記 メモ リに 記憶 され た別 の候 補 をそ の最 有 力候 補 が 識 別 可 能 とな る よ うに表

示 す る第 二表 示 手 段 と、

他 方 の者 に よ りそ の候 補 の 中 か ら 1 つ の 候 補 が選 択 され る と 該 他 方 の 者 の パ ソコ ンが

この選 択 され た 候 補 を前 記 症 有 力候 補 と人 れ 村 えて 前 記 メモ リに記 憶 させ る第 二人 替 手段

,

方の子のパ ツコンが市t 記メモ ザに記憶 されたに 補を表示す る第四表示手段 と

を備 えたことを特徴 とす る絵 文十 を用 いた多言語間畜思疎通支援 システ ム

【請求項 5 】

両者のパ ソコンが前記 メモ リに記憶 され た候補 を リアル タイムでま示す ることを特徴 と

す る請求項 4 記 載の絵 文字 を用いた多言語 問意思疎通支援 システ ム.

【請求項 6 1

前記 メモ リは インター ネ ッ ト接続 されたサー″`―に よ り構薬 されてい ることを特徴 と

す る請求項 4 ス は 5 配 載の絵 丈■ を用 いた多言語閲意思疎通支援 システ ム

〔発明の詳細 な説明】

【技術分野 】

【0 0 0 1 1

本発明は 絵 文■ を用いた多言語F R H 意思疎通女振装置及 びシステ ムに関す るものである

;0

40

【背 景技術 】

【0 0 0 2 】

例 えばや計 文 献 1 に は  機 は をやJ 用して  言語 の具 な る者 L 引士が 交 F t する にで 絵 に よ

る意■l 説 明 とヽお に よる意 味 説明 を同 一化 させ  捨 は共通 で表示 し ヽ市 は本 言語 にて表

示 させ る こ とで  意志 の疎 通 を図 る シ ステ ムが開示 され て い る.

【0 0 0 3 】

ここ では 文宇 を 入力す る と 絵 文字 に 向動翻 訳 され て 文字 と と )ヽ に出力 され るよ う  5 0
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にな ってい る。

【0 0 0 4 】

そ して 捨 で表現 すれ ば  言語 のと い を超 えて共通 の認識 が持 て る とあ り た とえば 「

草 J の 絵 を見れ ば話 で も= と 認 識 し、 「バ ナナ J の 絵 を見れ ば誰 もがバ ナ ナ だ と認証す る

と記載 され て い る。

〔発 明 の概 要 〕

【発明 が解 決 しよ うと する諜煙 】

〔0 0 0 5 】

しか しなか ら  , 記 特 許 文献 1 の 技術 では  「車 J や 「バ ナナ J の よ うに誰 で )ヽ 共通 に

記 試 で きる もの に しか適 用 で きな い。 す な わ ち  ここでは 文年 と絵 文字 とを 1 対 1 に 対応   1 0

させ てい るか ら 模雑 な もの には適用 で きず 不便 で あ る。 これ で は  多 言語 岡 での実 F T の

意思疎 通は 困難 で あ る といわ ざるを えない。

【0 0 0 6 】

本発 明は  上記 事情 に鑑 み た もの で あ り、その 目的 とす る ところは  さ らに複雑 な もの

で あつて も共通 にさ 純 し うる捨 文字 を用 いた 夕言語 関意思 疎 通 支援 墳 置及 び ンステ ムを提

l H するこ とで あ る。

〔課題を解決するための手段】

1 0 0 0 7 】

第一の発明は 言語の異なる者 と絵文年を用いて意思疎通を図ることを支援する装置で

あ つ て  あ る = 詰 が 入 力 され る と 予 め メモ リに F I L 憶され た 複 数 の 絵 文 字 の 候 柿 を そ の 最   2 0

有 力候 補 が担 別 可能 とな る よ うに 衣 示 す る表 示 ■ 段 と それ らの候 柿 の 中 か ら 1 つ の候 補

が選 択 され る と この 選 択 され た 候 補 を前 記 最 有 フリ侯 補 と入 れ 答 え て 前 記 メモ リに 記憶 さ

せ る入 替 手 段 と を備 え た こ とを特 徴 とす る もの で あ る。

〔0 0 0 8 】

第 一の発 明 に よれ ば  あ る言語 が入 力 され る と 予 め メモ リに記憶 され た複 数 の絵 文字

の候 補 をそ の最 有 力候 補 が級 , 町可能 とな る よ うに表 示す る表 示 ■段 と それ らの候 補 の 中

か ら 1 つ の使補 が選択 され る と この選択 され た候 補 を前 記最 有力候 補 と入れ 皆 えて前記

メモ リに記憶 させ る入 樽 手段 と を備 えたの で  上 記竹 計 文献 1 の 技術 の よ うに 文■ と

絵 文字 とを 1 対 1 に 対応 させ て い る もの で とな いか ら 標雑 な もの に もl a l 用で きて使抑| で

あ る。 したが つて  多言 語 間 で の実際 の富 思 r f 通を図 る こ とが で き る。          3 0

【0 0 0 9 】

また 複数 のI r A 文字 の点 有 力候 柿 は 選択 の頻度 が最 も高 い もの で あ る こ とが好 ま しい

1 0 0 1 0 】

この場合  複 数 の絵 文字 の最 有 力候 補 は、選択 の頻度 が最 も高 い もの で あ るの で、 さ ら

に 使 い や す く な る .

〔0 0 1 1 】

また 複数の絵文字は最有力候柿 を中心 と して そのまわ りに表示 され ることが好 ま し

t .`

〔0 0 1 2 】                                       4 0

この場合 複数の絵文字は最有力候補を中心として そのよわ りに表示されるので さ

らに使 いや す くな る。

【0 0 1 3 】

第 二 の発 明 は  そ れ ぞ れ イ ン ター ネ ッ ト接 続 され た バ ツ コ ン上 で  言 語 の 異 な る者 1 1 上

が  総 文字 を用 い て 意 思 疎 通 を 図 る こ とを支 援 す る シ ス テ ム で あ って  一 方 の 者 に よ り向

国語 で の 入 力 が な され る と、 該 一 方 の者 の パ ツ コ ンが 予 い メ千 りに記 憶 され た複 数 の絵 文

字 を そ の最 有 力 候 補 が識 別 ■r 能 とな る よ うに表 示 す る第  表 示 子段 と 一 方 の者 に よ りそ

れ らの 候 補 の 1 1 から 1 つ の 「 柿 が 選 択 され る と 該 一方 の を の パ ソ コ ン が この 選 択 され た

l F F 補を前 記 最 有 力 候 柿 と入 れ 昔 え て 前 記 メモ リに記 憶 させ る 第 一 入 替 手 段 と 他 方 の者 の

パ ソコ ンが 前 記 メモ リに記 憶 され た候 補 を表 示 す る 第 二 表 示 手 段 と、 他 方 の 者 に よ り前 記   5 0
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表 示 され た 候 補 は認 識 不 可 で あ る 旨が 入 力 され る と 該 他 方 の者 の パ ソ ヨ ンが 前記 メモ リ

に記 憶 され た別 の候 補 を そ の 最 有 力候 補 が 識 別 ■r 能 とな る よ うに 表 示 す る第 ■表 示 手 母 と

他 方 ′) 子 に よ りそ の 候 補 の 中 か ら 1 つ の 候 補 が 選 択 され る と 該 他 方 の者 のパ ソヨ ンが

この 選 択 され た候 補 を前 記 景 有 力 候 補 と入 れ 苦 え て 前 記 メモ リに 記 憶 させ る第 二入 替 手段

と 一 方 の 者 の パ ソコ ン が 前 記 メモ リに 記 憶 され た 候 補 を表 示 す る第 四 表示 F 段 と を備

え た こ とを特 徴 とす る 1 ) ので あ る。

【0 0 1 4】

第 二の発明 に よれ ば  一 f fの青 に よ り白日語 で の入力 が な され る と 該 一 方の者 の パ ソ

コンが予 め メモ リに記憶 され た複 数 の絵 丈■ をそ の最 有 力候 補 が設 別 可能 とな る よ うに表

示十 る第一 表示 子段 と 一方 の者 に よ りそれ らの候 補 の 中か ら 1つ の候 補 が選 択 され る と

該 一方の者 の 本 ソョ ンが この選択 され たほ 補 を前記最 有 力候 補 と入れ 替 えて前記 メモ リ

に記憶 させ る第 一人替 手段 と l L方の子 のパ ソコンが前記 メモ リに記憶 され た候 補 を表示

す る第二表示 手段 と、他 方 のを に よ り前 記表示 され た候 補 は認証 不 可 で あ る 旨が入力 され

る と 該他 方の 者 のパ ソコンが 前記 メモ リに記憶 され た別 の候 補 をそ の最 有力篠補 が識 別

可能 とな る よ うに表 示す る第 二京ネ 手 r質と 他 方の者 に よ りそ の候 補 の 中か ら 1つ の候補

が選択 され る と 該イし方 のを のパ ツコンが この選択 され た候柿 を前記最 右 力候 補 と入れ 替

えて前記 メモ リに記憶 させ る第 二人苦 手段 と 一方 の者 の パ ツコンが前記 メモ リに記憶 さ

れ た候補 を表 示す る第 四表示 ■段 と を備 えたの で  上記 T I訂 文献 1の 技 l■Tの よ うに 文

字 と捨 文字 とを 1対 1に 対応 させ てい る もの では ないか ら 複 雑 な もの に も適用 で さて便

利 で あ る。 したが つて  多言 語関 での実 際 の意 思疎 通 を図 る こ とが で き る。

【0 0 1 5】

また 両者 のパ ソコンが前 記 入れ 替 お った絵 文年 を リアル タイムで表 示 す る こ とか好ま

しい。

〔0 0 1 6】

この場合  両者 のパ ツヨンが前記 入れ 誉 わ つた捨 文字 を リアル タイ ム で表示す るの で

さ らに使 いや す くな る。

【o 0 1 7】

また  前 記 メモ リは  イ ン ター ネ ッ ト接続 され たサー タ` 一 に よ り構 築 され て い る こ とが

好 ま しい。

1 0 0 1 8】

この場合  前記 メモ リは  イ ンター ネ ッ ト接続 され たサ ー バー に よ り構 築 され て い るの

で  さ らに使 いや す くな る。

【発明 の効 果 】

【0 0 1 9】

第 の発 明 に よれ ば  あ る言話 が人 力 され る と 予 め メモ リに記 憶 され た複 数 の絵 文字

の候 補 をその最 有 力候 柿 が融 〕!口「龍 とな る よ うに表 示す る表示 i段 ■ それ らの候 補 ″)中

か ら 1つ の「 補 が選 択 され る と この選択 され た候 補 を前記 最 有力候 補 と入れ 替 えて前記

メモ リに記 l gさせ る入 替 手 F 7 Lと を備 えた ので  上記 特許 文献 1の 技術 の よ うに 文字 と

絵 文'と を 1剤 1に 対応 させ て い る もの では ないか ら 複 雑 な もの に も適 用 で きて使利 で

あ る。 したが つて  多言 語 間 での 実際の 意思疎 通 を図 る こ とが で き る。

【0 0 2 0 1

第二の発明 に よれ ば  一方 の者 に よ り自図語 での入力 / 1 1なされ る と 該 一 方の者 の ″` ン

ヨンが予 め メモ リに記憎 され た 慎放 ″)絵 文字 をその最 有 力候 補 が証 卯〕可能 とな るよ うに表

示す る第 一表示 手段 を 一 方の者 に よ りそれ らの候 補の 中か ら 1つ の候 補 が選択 され る と

岳″一方の者 の パ ツコンが この選 択 され た候 柿 を前 H L屁有 力に 補 と入れ 苦 えて前 記 メモ リ

に記憶 させ る第 一 入替 手段 と 他 方の者 のパ ツヨンが前記 メモ リに記 憶 され た候補 を表示

する第 二表示 子段 と 他 方の子 に よ り前 記表 示 され た候補 は認 識 不 可 で あ る旨が入 力 され

る と、該他 方の者 の パ ソコンが前 記 メモ リに記憶 され た " jの候補 をそ の最 有 力候 補 が識別

可能 とな る たうに表 示す る第 =表 示 手代 と 他 方 の者 に よ りそ の「 補 の Ⅲか ら 1つ の候補

が選択 さ″Lる と |夕他 方 のイ のパ ソコンが この選択 され た候 補 を前記 景 有 力候補 と人れ替

10
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え て前 記 メモ リに記 憶 させ る第 二 人 替 手段 と 一 方の者 の パ ソコ ン が 高1 記 メ千 りに こ脂 さ

れ た候 補 を 表 示 す る第 四 表 示 手段 と を備 えた の で  , 記 付 F l  r 文 献 1 の 技 術 の よ うに  文

字 と給 文 字 とを 1 対 1 に 京 店 させ て い る もの で は な い か ら 複 雑 な 蛇) の に も適 用 で きて I 更

和1 であ る。 した が つ て  多 言 言ど岡 で の 実 際 の 意 思 疎 迪 を図 る こ とが で き る.

〔図面の筒単な説明】

【0 0 2 1 】

【図 1 〕本発明の一実施形態に係 る多言語関意思疎通支援 システムの全体構成を示す機能
プロック図である。

〔図 2 】 本システムの入力l l の動作/ t l を示すフローチャー トである。

【図 3 】 本システムの出力側の動作初を示すフローチャー トである.

【図 4 】 入力画面例 ( 1 ) を 示す説明図である。

【図 5 】 入力画面例 ( 2 ) を 示す説明凶である。

【図 6 】絵文字を用いた文■例 ( 1 - 1 ) を 示す説明図である。

【図 7 】絵文字を用いた文章例 ( 1 - 2 ) を 示す説明図である。

【レ 8 】 絵文字を用いた文ヨ例 ( 2 ) を 示す説明図であるも

【図 9 〕絵文年を用いた文章例 ( 3 ) を ホ十説l 1 8 図である。

【図 1 0 】 絵丈宇を用いた文章例 ( 4 ) を 示す乱明凹 である。

〔図 1 1 】 捨丈宇を用いた文章切 ( 5 ) を 示す説F I H 凹である。

〔図 1 2 】 絵文字を用いた文章例 ( 6 ) を 示すP l 明図である。

〔発明を実施するための形態】

〔0 0 2 2 】

図 1 は本発明の一実施4 1 / 態に係る多言語関意思疎通支援システム 1 の 合体構成を示す概

念 図 図 4 , 図 5 は それ ぞれ 入 力画 面例 を示 す説 明 図で あ る.

〔0 0 2 3 】

は 1 に 示す よ うに  この 真施形 態 に係 る多 言語 問意 思球 通 支援 シ ステ ム ( 以下、本 シス

テ ム とぃ う。 ) 1 は  いわ ゆ るク ライ ア ン ト サーバ ー 方式 を採 用 してお り 少 な くと も

2 台 のパー ツナル ヨ ン ピュー タ ( 以 下 パ ツコン とい う。 ) 2 ) 3 と  イ ン ター ネ ン ト4

と サーバー 5 と を備 えて い る。 そ して  それ ぞれ イ ン ターネ ッ ト4 で 接 続 され たパ ソ■

ン 2 ,  3 上 で、言 語の 異な る者 向 士が  サー パー 5 の 袴 文字 フ ァイル 5 1 に 蓄積 され た絵

文字 を用 いて意 思 練 通 を図 る こ とを支援 す る 1 ) ので あ るb

【0 0 2 4 】

六 ツ ヨン 2 は  C P U ( C e n t r a l  P r o c e s s i n g  U n t  t ) 2 1 と

記 憶 部 2 2 と  表 示 部 2 3 と  入 力 部 2 4 と を備 え て い る。 この うち  C P U 2 1 は  記

憶 部 2 2 に 予 わ 記 憶 され た 各 種 プ ロ グ ラムや 4 植 デ ー タ を 読 み 込 ん で  各 種 演 算 処 理 を行

うこ とに よ り 第
一 表 示 手段 2 1 1 と  第

一 人 替 手段 2 1 2 と  第 四表 示 手政 2 1 3 と を

民現 化 す る もの で あ るも 表 示 = F 2 3 は f F , えば 液 晶 両 面 で あ り 人 力 部 2 4 は 例 え ば キー ボ
ー ドや マ ウス で あ る。

【0 0 2 5 〕

第一表示 手段 2 1 1 は  一方 の者 に よ り白国語 での入 力 が入 力部 2 4 で な され る と 該
一 方の者 のパ ツヨン 2 が サ ーバ ー 5 の 絵 文字 フ ァイル ( メモ リに相 当す る。 ) 5 1 に 予 め

記憶 され た複 数 の絵 文 字 を読み 込 ん でそ の最 有 力候 補 か識 別 h r 能とな る よ うに表示部 2 3

に表 示す る もので あ る。 複 数 の絵 文字 の最 有 力候 補 は  選 サくの頻 度 が最 も高い もので あ る

ぅ この ために  一方 の者 に よ り気 に 入 る絵 文■ が あ る とコJ 断され  一番 気 に人 つた絵 文字

が ク リック され る と 文字 入 力 両 面 に反 映 され  俗 文ケ フ ァイル 5 ] に  該 当絵 文字 に対

して 1 カ ウン トが 与え られ る よ うに な つてい る。 そ して  最 大 の カ ウン ト数 が与 え られ た

絵 文字 の候 柿 が最 有 力候 補 で あ る と して い る。 なお  この最 大 のカ ウン ト数 が与 え られ た

絵 丈■ の候 補 が複 数 あ る ときには  いずれ か を最 有力候 柿 と して ( 〕よいが  例 えば最 後 に

最大 の カ ウン ト数 が与 え られ た絵 文■ の候 補 が最 有力候柿 とす るの が好 ま しい。 最新 の情

報 を反 映す る こ とで  よ リイ= い や す い もの とな るか らで あ るぅ

【0 0 2 6 】
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また 複 数 の絵 文字 ′) 候補は  い わ ゆ る晏 奈羅 の ご とく最 有 力候 補 の まわ りに配置 され

るよ うに してよ本 され る よ うに / t h ってい る. 例 えば図 4 に 示 す よ うに  「紙 面 に向か つて

と を向いてE つ た状 態 の雌 瘍 と 3 羽 の駆 J か らな る絵 責キ の下 方 に 「‐ ワ トツJ の カ タカ

ナ文■ が付 され た最 有 力候 補 が 中心 に大 き く表示 され てお り そ の外側 に は、 円周状 にS E

置 され  時計 回 りに  「正 面 を向い て立 ち あが り羽根 を広 げ て鳴 い てい る状態 の雄嘉 J の

絵 文字 の候柿 と  「左 向 きで立 ち上 が って方足 を L I すて い る状態 の雄 鶏 J の 絵 文字 の候補

と  「正面 を向 い て立 ち あが りJ " 根を広 げて鳴 いて いな い状 ほ の雌 鶏 | の 絵 文字 の候補 と

「■ を向 い て立 ち上が って実 って い る状 態 ′) 雌怠 と 2 羽 の雛 J 力 らヽな る捨 文' の F 方 に

「c h c ( c n J の 実 小 文字 が付 され た候 補 と  「飛 び 上が った状 態 の雄 鶏 J の 絵 文字の

下方 に 「にわ と り) の ひ らか な 文字 が付 され た候補 と そ の他 の絵 文字 ( と文■ ) の 候補

( 以下  円だ けで示す。 ) が それ ぞれ 中 くらいの大 き さで表 示 され てお り、 さ らにその外

側 には アー チ状 に配 置 され た 小 さな袴 文字 ( と文字 ) の 候補 が複 数表 示 され て い る。

人間の視 覚 に訴 えて  よ り使 いや す く した もので あ る。

【0 0 2 7 】

また 例 えば 図 5 に 示す よ うに  「な 面 に向か つて■ を向 い て歩 い て い る状態 の経 人化

され たネ ズ ミJ か らな る絵 文 ' の 下方 に 「ネ ズ ミJ の カ タカす 文字 が付 され た嘉 有力候補

が 中心 に大 き く表示 され てお り、 その外仰 には  P l 周状 に配 営 され  時 計 回 りに  「と側

を向いて い る状態 のネ ズ ミの顔 だ け J の 絵 文字 の 下方 に 「m o  u  s 。 」 の 突小 文字 が付 さ

れ た候 補 と  「中腰 状 態 の ネズ ミJ の 袴 文字 の候 補 と  「正 面 を向 いて 笑 つてい る状態 の

ネズ ミJ に 「わ ずみ J の ひ らか な文' が 付 され た候柿 と そ の他 の絵 文字 ( と文字 ) の 候

補 ( 以 下 円だ けで示す。 ) が それ ぞれ 中 くらいの 大 き さで表示 され てお り さ らにその

外側 には  アー テ状 に配 営 され た 小 さな俗 文字 ( と文字 ) の 候 補 が複 数 表示 され てい る

. こ れ jヽ 人間 の祝党 に訴 えて よ りl t いや す く した もので あ る。 そ の他 の絵 文字 につ いて

も「1 様であ るコ

【o o 2 8 】

第  人替手段 2 1 2 は  一 方の者 に よ りそれ らの候補 の 中か ら 1 つ の候 補 が選択 され る

と 核  方の者 ′) パ ソコン 2 が この選択 され た候補 を前記 景 有 力候 補 と入れ答 えて前記r r A

文, フ ァイル 5 1 に 記憶 させ る もの で あ る. 例 えば前記 凹 4 に お い て、 一番外 側 の左 上側

に表示 され た絵 文字 を ク リックす る と それ が選択 され る結 果  中心 に あ る最 有 力侯柿 と

入れ替 わ る よ うにな って い る。

〔0 0 2 9 】

第四表示手段 2 1 3 は  第 一 表示 手段 と同様 に  一方の 者 のパ ソコン 2 が 前 記絵 文字 フ

ァイル 5 1 に 記 憶 され た候 補 を表 示部 2 3 に 表示 す る ( ぅの で あ るが  こ こでは  例 えば前

記 図 4 に お いて  最 有力候 柿 が 入れ替 わ つた後 の画 面が表 示 され る よ うにな つてい る。

【0 0 3 0 】

パ ソコ ン 3 は  C P U ( C e n t r a l  P r o c e s s i n g  U n i t ) 3 1 と

記 憶 部 3 2 と  表 示 部 3 3 と  入 力 者い3 4 と を備 えて い る。 この , ち  C P U 3 1 は  記

憶 旨B 3 2 に 予 め記 憶 され た 各 種 ノ ロ グ ラ ムや 各 種 デ ー タ を読 み 込 ん で  各 種 演 算 処 理 を行

うこ とに よ り 第 二 表 示 手 段 3 1 1 と  第 二人 替 手段 3 1 2 と  第 二 麦 本 手段 3 1 3 と を

真現 化 す る もの で あ る. 表 示 部 3 3 は 何 え ば 液 品 画 面i であ り 入 力 部 3 4 は 例 え ば キ ー ボ

ー ドや マ ウス で あ る。

1 0 0 3 1 】

第 二表示 手段 , 1 1 は  前記 第 一表示 手段 2 1 1 と 同様 に 絵 丈字 フ ァイル 5 1 に 記憶

され た候補 を表 示部 3 3 に 表示 す る もの で ある。

〔0 0 3 2 〕

第 二入替手段 3 1 2 は  前記 第 一入 誉 手段 とい〕様 に 他 方 の者 に よ りそ の候 補 の 中か ら

1 つ のF 補 が選択 され る と 該 l L 方の者 のパ ツヨン 3 が この選 択 され たF 補 を前記 最有力

候柿 と入れ 甘 えて高t 記袴 文■ フ ァイル 5 1 に 記倍 させ る もの で あ る。

1 0 0 3 3 】

第二 末ホ 手段 3 1 S は  他 方のイ に よ り前記 表示 され た候 補 は認識 不 可で あ る 旨が人 カ
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部 3 4 で 入力 さ, 1 ると 該 l L 方の 者の パ ソコン 3 が 前 記絵 文字 フ ァイル 5 1 に 記憶 され た

別 の候 補 をそ の最 有力候 補 が識 別 ■r 能 とな る よ うに表 示 部 3 3 に 表示 す る もので あ る。

【0 0 3 4 】

イ ンター ネ ッ ト4 は  パ ツコン 2  3 と リー タ` - 5 と を互 い に結 ぶ I  S l , N ( 【 n  i  o

g r a  t ● d  S e r v i ● ● 「) i 【 i t a l  N s t w o r k ) 回 線  光 ファイ 本一

回線 な どか らな り いわ ゆ る広取 ネ ッ トワー クの ほか  L A N ( L o c a l  A r e a

N ● t w o r k ) な どの あ らい る通 信 回線 を含 む。

〔0 0 3 5 】

サーバー 5 は  絵 文 字 フ ァイ ル 5 1 な どを備 え その絵 文宇 フ ァイル 5 1 へ の読み 書 き

を行 え るもので あ る。 この た め に サー バ ー 5 に は イ ン ター ネ ッ ト4 接 続 され た専 用の コ

ン ピュー タ ( 図示せ ず。 ) が 設 け られ てお り この コン ピュー タが絵 文 ■ フ ァイル 5 1 に

記憶 され た絵 文字 の候 補 を読み だ して イ ン ター ネ ッ ト4 を 介 して / ( ツヨン 2 1  3 に それ

を送信 す るこ とで  それ らの表示 部 2 3  3 3 に 絵 文年 の候 補 をそれ ぞ れ 表示す るよ うに

な つてお り、 また パ ソコン 2 ,  3 の 入 力旨け2 4  3 4 か らス カ され た絵 文字 の候 柿 の選択

結果 を イ ンター ネ ッ ト4 を 介 して取 り込む こ とで  それ らを捨 文字 フ ァイル 5 1 に 書 き

込む よ うにな つて い る。 これ に よ リ パ ソコン 2 ,  3 で  絵 文 字 フ ァイ ル 5 1 に 記憶 され

た共通 の絵 文字 を リアル タイ ムで簡 単 に入 手 してl t うこ とが で きる よ うにな つて い る。

【0 0 3 6 】

そ して ′` ツコ ン 2 佃 で  十通 の絵 文宇 を用 いて  一連 の 文章 を作成 し イ ン ター ネ ッ

ト4 を 介 してパ ソコン 3 仙 にさ 出 し 六 ツヨン 3 側 で t ) 共 通 の絵 文字 を用 い て  このと

I J され た文章 に対す る返 事 とな る 一連 の文 マ を作成 し イ ンター ネ ン ト4 を 介 して夕` ツ

コン 2 側 に送 出す る よ うにな つてい る。 かか る機 能 は  通常 の パ ソコン門 でのチ ャ ン トな

どと同様 で あ るので  そ の詳 l l l l な説 明は言1 貸す る。

1 0 0 3 7 】

図 6 ～ 図 1 2 は それ らの 文章 l f を示 す説 明 図で あ る。

1 0 0 3 8 】

例 えば図 6  図 7 に 示 す よ うに  「僕 は  去 年 の冬 にエ ジプ トに旅 行 に行 きま した。 」

と 日本語 で文章 入 力 して い く と 各 単語 に対応 す る絵 文字 が入 力 画 面 に それ ぞれ 表 示 され

るよ うにな つて い る。 つ いで 、 「5 泊 7 何 で H I S の ツアー で した。 J と 日本 語 で文章入

力 して い くと 各 単 語 に対応 す る絵 文字 が入力画 面 にそれ ぞれ 表 示 され る よ うにな ってい

る。 つ いで  : ギザ の ピラ ミッ ドに も行 きま した。 スフ ィンク スは とて も大 きか つた です

。 」 と 日本語 で文 章 入力 して い く と 年 車 話 に対応 す る浴 文字 が入 力画 面 にそれ ぞれ 表示

され る よ うに な つて い る。 つ い で  「入 場 は一 日 3 0 0 人 限 定 だそ うです が  入 る ことが

出来 て ラ ッキー で した。 J と 日本 語で 文章 入力 して い く と、各 単語 に対応 す る絵 文字 が入

力画 面 にそれ ぞれ 表 示 され る よ うにな って い る。 つ いで  「クフエ の ピラ ミッ ドの 中では

ミイ ラに出会 い ま したち J と 日本語 で文章 入力 してい くと 4 草 話 に対応 す る絵 文字 が

入力画 面 にそれ ぞれ 女ホ され る よ うに な ってい る. つ い で  「うそ です。 J と 日本言こで文

章入 力 して い く と 各 単語 に対は す る絵 文字 が入 力画 面 にそれ ぞれ 表示 され る よ うにな つ

てい る。 つ いで  「ル ク ツール の打Ⅲ殿 では ツタンカー メンの 生全 マ ス クに触 りま 1 夕たち J

と 日本語 で文章 入 力 して い く と 各 単語 に対応 す る絵 文字 が 入力両 面 に それ ぞれ表 示 され

るよ うにな つて い る。 つ いで 、飛行機 に乗 つて い る時間 が とて も長 か ったです が J と H 本

語 で文章入 力 してい く と 各 単 語 に対応 す る絵 文字 が入 力 回面 にそれ ぞれ 表示 され る よ う

にな つてい る。 つ い で  とて も楽 しか ったです。 J と 日本 語 で文 章入 力 してい くと 各 草

話 に対応す る浴 丈 ■ が入 力画 面 にそれ ぞれ 表示 され る よ うに な つて い る.

1 0 0 3 9 】

また 図 8 に 示す よ うに  「な か ら外 を見 る と市が降 つて い ます。 庭 に は  大 きな水 溜

りがで きてい ま , . J  と 日本語 で文 ■人 力 して い くと 各 事話 に対 l b " る 絵 文字 が入力 画

面 にそれ ぞれ 表 示 され る よ うに な つてい る。 つ いで  「庭 で飼 ってい る大 は 小屋 の 中で

l R つて います。 か え るは  うれ しそ うに な いてい ます。 J と 日本 語 で文 章入 力 して い く と

各 単語 に対応 す る捨 文字 が入 力画 面 にそれ ぞれ 表示 され るよ うにな って い る。 つい で
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「私 は  て るて る坊 主 を作 りま した。 J と 日本語 で 文 章 入 力 して い く と、 各 単 語 に対 応 す

る絵 文 字 が 入 力 画 面 に そ れ ぞ れ 表 示 され る よ うに な っ て い る。 つ い で  「そ して  「早 く

晴 れ る とい い なぅ J と  思 い な が らそ の て るて る坊 主 を 窓 に ぶ ら下 げ ま した . J と 日本 語

で文 章 入 力 して い く と 各 単語 に 対 応 す る絵 文 字 が 入 力両 面 に そ れ ぞ れ 表 示 され る よ うに

な つて い る。 つ い で  「す る と  しば ら く にて か ら雨 が 上が り 虹 が 出 て い ま した。 J  と

日本 語 て 文 章 入 力 して い く と 年 単 語 に対 応 す る絵 文■ が 入 力 画 面 に そ れ ぞれ 表 示 され る

よ うに な つ て い る。 つ い て  「とて も され い な , 1 でした。 J と 日本 語 で 文 章 入 力 して い く

と 各 草計 に 対 応 す る絵 文 字 が 入 力 H 両 に そ れ ぞれ 表 示 され る よ うに な つ て い る.

〔0 0 4 0 】

また  図 9 に 示 す よ うに  「夕や け小や けの赤 とんば , と 日本語 で文 章入 力 して い くと

各 事話 に対応 す る絵 文■ が 入 ノ」画 面 にそれ ぞれ 衰 / T され る よ うに な つて い る。 つ いで、

「負 われ てみ た の はい つの 日か J と 日本語 で文章 入 力 して い く と 各 単語 に対応 す る絵 文

字 が入 力画面 にそれ ぞれ 表 示 され る よ , に な つてい るぅ つ いで  [ 出の 4 t の楽 の実 をJ と

日本語 で文章入 力 して い くと 答 単語 に対応す るI A  I ■ が入 力画 面 にそれ ぞれ 表示 され る

よ うにな つて い る。 つ い で  「小 籠 に積 ん だは まば ろ しか J と 日本 語 で 文章入 力 してい く

と を 単語 に対応 す る絵 文 字 が 入力画 面 にそれ ぞれ 表示 され る よ うにな つてい る。 つ いで

「1 5 で 姐や は嫁 に行 さ ] と 日本語 で文 章入力 して い く と 各 草常 に対応す る絵 文字が

入 力画 面 にそれ ぞれ 表 示 され るよ うに な つて い る。 つい で  「お 里 のた よ りも絶 はてた J

と 日本語 で 文章 入 力 してい く と 各 車語 に対応す る捨 文■ が 人力画 面 にそれ ぞれ 表示 され

るよ うにな つて い る。 つ いで  「夕や け小や けの赤 とん ば J と ■本語 で 文草 入 力 して い く

と 各 単語 に対応 す る捨 文年 か入力 画面 にそれ ぞれ 去′i t され る よ うに な つて い る。 ついで

「とよ つて い る よ。 牛 ′) 先J と 日本語 で文章入 力 して い く と 各 草話 に対l L する絵 文字

が入力 m i 面にそれ ぞれ 表 示 され る よ うにな つてい る。

1 0 0 4 1 】

また  四 1 0 に 示す よ うに  「1  うす まきか いが ら ど うして  で きた J と 日本語 で

文章 入力 して い く と 作 単語 に対応 す るI r ‐文字 が人 力両 面 にそれ ぞれ文 ホ され るよ うにな

ってい る. つ い で  十なみ が  ぐる ぐる  うす まい て  で きた J と 日本 語 で文 章入 力 して

い くと を 単語 に対応す る絵 文字 が 入力画 面 にそれ ぞれ 表 示 され る よ うにな つてい る。 つ

いで  「2  ヤ) ヤ) いるか い が ら ど うして で きた J と 日本 語 で 文章 入 力 して い くと 各

単語 に対応 す る絵 文字 が 入 力画 面 にそれ ぞれ 表示 され る よ うに な つてい る。 つ いで 、 「な

み が  きん さ ら ゆ うや けて  で きた J と 日本 語で 文章人 力 してい く と 各単語 に対応す

る絵 文字 が入 力画面 に それ ぞれ 表示 さすL るよ うにな ってい る. つ いで  「3  まん ま るか

いが ら ど うして  で きた | と 日本 語 で文章 人力 して い く と 各 単語 に対応 す る絵 文字 が

入 力回 ⅢF にそれ ぞれ 表 示 され る よ うにな つてい る! つ いで  「なみ が  まわよ るい  わわ

たてて で きた J と 日本語 で文 章 入力 して い くと 4 単 語 に対応 す る絵 文字 が 入力画 面

にそれ ぞれ 表示 され るよ うに 4 4 S つて い る。

1 0 0 4 2 〕

ま た  図 1 1 に 示 す よ うに  「ぼ くは  男の 子 で す 。 ぼ くの 下 に  妹 と弟 が い ます . J

と ■本 語 で 文 旨 入 力 して い く と を ヽ言 に 対応 す る絵 文 字 が 入 力 画 面 に そ れ ぞ れ 表 示 され

る よ うに な っ て い る. つ い で  「二 人 は  双 子で す J 二 人 と も とつ て もか わ い い で す。 1

と 日本語 で 文 章 入 力 して い く と 4 単 語 に 対 応 す る絵 文 字 が 入 力 画 面 に そ れ ぞ れ 表 示 され

る よ うに な つて い る。 つ い で  「お 父 さん は  サ ラ リー マ ン で す 。 お ' さ ん は者 謹 士 です

卜 J と 日本 語 で 文 章 入 力 して い く と 4 単 語 に 対 応 す る絵 文字 が 入 力 画 面 にそ れ ぞ れ 表 示

され る よ うに な つて い る。 つ い で  「使 の 家 族 は  5 人 家 族 で す 。 J を 日本 語 で 文 章 入 力

して い く と ← 単 語 に 対 は す る絵 丈 ■ が 入 力 画 面 に そ れ ぞ れ 衰 ホ さ″L る よ うに な つて い る

〔0 0 4 3 】

また  図 1 2 に 示す よ うに  「僕 は  あ る時  海 辺で ば一 っ と空 を見 て いた らJ と 日本

語で文章入 力 して い く と 各 単語 に対応す る絵 文字 が入 力画 面 にそれ ぞれ表 示 され るよ ,

にな つてい るち つい で  「親 子の か もあが飛 んで い るの を見て 」 と 日本 語 で文 章入 力 して
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い く と 4 草 話 に対 応 す る捨 文字 が 入力 画 面 に それ ぞれ 表 示 され る よ うに な つ て い る。 つ

い で  「あ ん な ふ うに 羽 が 生 えて 空 が 飛 べ た ら来 しい な あ と | と 日本 語 で ■ ■ 人 力 して い

く と 各 単語 に 対 応 す る絵 文 字 が 入 力 画 m i にそ れ ぞ れ 表示 され る よ うに な っ て い る. つ い

で  「思 つて い た ら 本 当 に 背 中 に 羽 が 生 え て J と 日本 語 で 文 章 入 力 して い く と 各 車お

に 対応 す る俗 文 字 が 入 力 両 面 に そ れ ぞ れ 表 示 され る よ うに な つ て い る。 つ い で  「空 を飛

ん でい るん な 所 へ 旅 か で きま した . J と F 木 許 で 文 章 入 力 して い く と 各 単語 に対 応 す る

捨 文午 が入 力 画 面 に そ れ ぞ れ 表 示 され る よ うに な つ て い る。 つ い で  「心 は , き , き です

。 J と 日本 語 で 文 章 入 力 して い く と を 単 語 に対 応 す る浴 文 字 が 入 力 両 市i にそ れ ぞ れ 表示

され る よ うに な つ て い る。 つ い で  「と 思 つて い た の に  誰 か が 十ご は ん です よJ J と

日本 語 で 文 章 入 力 して い く と を 単 語 に 対 応 す る絵 文 年 か 入 力 回 面 に そ れ ぞれ 表 示 され る

よ うに な っ て い る。 つ い で  「と言 わ れ て  は っ と気 付 い た ら夢 で した。 」 と 日本 語 て 文

章 入 力 して い く と 各 単 語 に 対 応 す る浩 文 字 が 人 力 画 面 に そ れ ぞ れ 表 示 され る よ うに な っ

て い る. つ い で  「今 度 は魚 に な る夢 を 見 た い です 。 」 と 日本 語 で 文 章 入 力 して い く と

各 単語 に対 f L する絵 文字 が 人 力 画 面 に そ れ ぞ れ 表 示 され る よ うに な つ て い る。

【0 0 4 4 〕

図 2  判 3 は  この シ ステ ム 1 の 動 作 F F を示 す フ ロー チ ャー トで あ る。 以 下  キ述す る

【0 0 4 5 】

メ 2 は 入力 l F を示す もの で あ って、夕くツコン 2 の 表示部 2 3 に 表 示 され た入力画 面にお

いて  そのパ ツコン 2 の ユ ーザ で あ る一方 の者 が 出国語 で 文章 を入 力す る ( ステ ップ S I

) .

【0 0 4 6 】

イ ン ター ネ ッ ト4 を 通 じて  サ ー ′ヽ - 5 の r r A 文字 フ ァイル 5 1 か ら絵 文年 がパ ツコン 2

に読 み込 まれ る ( ステ ップ S 2 ) 。 す る と、パ ツコン 2 の 表示 部 2 3 に お いて 単語 ご と

に給 文字 が表 示 され て い く ( ステ ップ S 3 ) 。 例 えば図 6 に 示す よ うに 、上段 に 「僕 は

よ年 の冬 にエ ジプ トヘ旅 行 に行 きま した。 J   ド段 に対は す る捨 文字 が表示 され る。

「0 0 4 7 〕

その表示 され た捨 文字 が  前記 一 方の者 に とって 、気 に入 る絵 文字 で あ るか 否か を判 断

す る ( ステ ンプ S 4 ) 。 こ こで そ の表 示 され た絵 文字 が  前 記一方 の者 に とつて 気 に

入 る絵 文字 で あれ ば ( ステ ンブ S 4 で Y E S )  そ の入力作 業 を終 了す る。

【0 0 4 8 】
一方  そ の文示 され た絵 文字 が  前記 一方 の者 に とって 気 に人 らな い絵 文字 で あれ ば

( ステ ック S 4 で N O )  該  方の 者 は  その気 に入 らない捨 文字 を人 力 画面上 で ク リン

クす る ( ステ ンブ S 5 ) 。 す る と 裕 文 字 フ ァイル 5 1 か ら 該 当単語 の給 文字 が 読み 取

られ る ( ステ ッブ S 6 ) . そ して  絵 文■ 選択 「I 面が入 力 画 雨 い っば い に出 て くる ( ステ

ップ S 7 ) 。 例 えば図 4  図 5 に 示す よ うに 選択 画面 と して 画 面 中心 に最有 力候補 が

配 置 され  そ の周 囲 に他 の候 補 が配 直 され てい る。

【0 0 4 9 〕

前記一 方の者 は  この最 茶羅 の よ うな選 択 画面 か ら 舌気 に入 つた絵 文字 を探 して い く

( ステ ップ S 8 ) , こ の とき マ ウス カー ンル が L に くる と その絵 ズ■ はひ とまわ り大

き くな る ( ステ ップ ヽ 9 ) 。

1 0 0 5 0 】

つ いで  前記 一方 のを は  気 に入 る絵 文 宇が あ るか否 か を判 断 す る ( ステ ップ S 】 0 )

。 こ こで  H / 一方 の者 に とつて 気 に入 る絵 文字 が われ ば ( ステ ップ S 1 0 で Y E S )

スイ ンプ S 1 4 に 進 む。

〔0 0 5 1 】
一方  該 一方 のを に とつて 気 に入 る絵 文字 が なけれ ば ( ステ ップ S 1 0 で N O )  絵

文字登録 画 面 をひ らく ( ステ ップ S l l ) . そ して  自分 が作 成 した裕 文字 を登録す る (

ステ ップ S 1 2 ) . す る と この検 文字 が俗 文字 フ ァイル 5 1 に さ られ  他 の絵 文字 と同

じく星茶羅 の 中に表示 され てか ら ( ステ ンブ S 1 3 )  ステ ップ S 1 4 に 進 む。
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【0 0 5 2 i

ことて 前記 一方の者 が  一言気 に入 った絵 文■ を ク リックす る と 文字入 力画 面 に反

映 され る ( ステ ック S 1 4 ) . す る と 捨 文字 フ ァイル 5 1 に  該 当絵 文字 に対 して  1

カ ウン トが与 え られ る ( ステ ンプ S 1 5 ) 。 そ して 、文字入 力画 面 に反 映 した絵 文字 は

テ キス ト文章や ホー ム末 ― ジな どに貼 り付 け られ て か ら ( ステ ップ S 1 6 )  すべ ての 入

力作業 を終 了す る。

【0 0 5 3 〕

図 3 は 出力 l P を示す もの で あ つて  パ ソコン 3 の ホー ムペ ー ジ テ キ ス ト文書 な どの表

示 画面の絵 文字 にお い て 入 力者 で あ る前記 一 方の者 と同 じ言 語 の 国で あ るか否 か を判断

す る ( ステ ップ S 2 1 ) 。 工こで  前記 一方 の者 と同 じ言 語 の 国 であ る と判 断す る と ( ス

テ ンプ S 2 1 で Y E S ) 、 ステ ップ S 2 7 に 進 む。

【o o 5 4 】
一方  前 記一 方 の者 とl H l じ言 語 の国 で ない とt H l 断す る と ( ステ ッブ S 2 1 で N O ) 、 絵

文年 のみ が表示 部 3 3 に 表 示 され る ( ステ ップ S 2 2 ) 。 この表 示 され た絵 文字 が 他 方

のを に とつて そ の意 味 が わか らな い捨 文■ が われ ば  該他 方 の者 は  r H F 面J l で該 当絵 文

, を ク リックす る ( ステ ップ S 2 3 )

【0 0 5 5 1

す る と 図 4  図 5 に 示 す ヽうに

画 面 に 表 示 され る ( ステ ンブ S 2 4 )

まわ り大 き くな る ( ステ ップ S 2 5 )

当該絵 丈' と 同 じ意 味 の絵 文字 が 星奈羅 F r A 文字選択

. マ ウス カー ンル が上 に くる と そ の絵 資年 はひ と
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〔o o 5 6 】

前記他 方 の者 に とって 気 に入 る捨 文■ があ るか否か を判断 す る ( ステ ンブ S 2 6 ) .

ここで 前記 他 方 の者 に とつて 気 に入 る絵 文字 が あ る と判 断 した場 合 ( ステ ップ S 2 6

て Y E S )  該 l L 方の者 か  一脅気 に入 つた捨 文字 を ク リックす る と 文字入 力画面に反

映 さ才L る ( ステ ップ S 3 2 ) . す ろ と l r 文字 フ ァイル 5 1 に  該 当絵 文字 に対 して 1 カ

ウン トが与 え られ る ( ステ ップ S 3 3 ) 。 文字 人 力回 雨 に反 映 した袴 文字 は  テ キ ス ト文

章や ホー ム大 ― ジな どに貼 り付 けて か ら ( ステ ップ S 3 4 )  そ の入 力 作業 を終 了す る。

〔0 0 5 7 】

前 記 ス テ ッ プ S 2 6 で  前 記 他 方 の 者 に と つ て  気 に 入 る 給 文 字 が な い と 判 断 した 場 合

( ステ ン フ S 2 6 で N O )  r _ ■年 登 録 画 面 を ひ ら く ( ステ ン ブ S 2 9 ) 。 自分 が 作 成 し

た 捨 文 字 を 立 録 す る ( ステ ッ プ S 3 0 ) , こ の 生 録 さ れ た 絵 【 ■ が 絵 文 ■ フ ァ イ ル 5 1 に

と られ  他 の 絵 文 字 と 同 じ く 星 ■ 羅 の 中 に 表 示 さ れ て か に, ( ス テ ッ プ S 3 1 )  前 記 ス テ

ッ プ S 3 2 の 手 前 に 進 む 。

【0 0 5 8 〕

前 記 ステ ップ S 2 1 で 、 出力 者 で あ る他 方 の者 と同 じ言 語 の 国 で あ る と単J 断 した場 合

前 記 l L 方の 者 の 言 語 デ ー タ 1 ) あるた め  文 ■ も同 時 に 表 示 され る ( ス テ ッブ S 2 7 ) 。 そ

して  占i  t t  l L 方の者 が  そ の ま ま の 捨 文 ケ にす るか 否 か を判 断 す る ( ス テ ップ S 2 8 ) 。

こ こで  前 記 他 方 の 者 が  そ の ま まの絵 文 字 にす る と判 断 した 場 合 ( ス テ ップ S 2 8 で Y

E S )  そ の 1 カ 作 業 を終 r 十 る。
一 方  前 記 他 方の青 が  そ の ま ま の絵 丈 ■ に しな い と

判 断 した場 合 ( ス テ ンブ S 2 8 で N O )  前記 ステ ップ S 2 9 に 進 むも

【0 0 5 9 】

以 上説 明 した よ うに  ネ 実 施 形 態 の シ ステ ム 1 に よれ ば  上 記 特 許 文献 1 の 技 術 の よ う

に 文字 と絵 文 字 とを 1 対 1 に 対 応 させ て い る 1 ) ので は な い か ら 複 雑 な もの に も適 用 で

きて便 利 で あ る  した が つ て  多 言 語 間 で の 実 際 の と 思 珠 連 を容 易 に 国 る こ とが で き る。

【o o 6 0 】

なお  上 記 実 施 形 態 の シ ステ ム 1 で | !  イン ター ネ ッ ト4 歩 続 され た パ ツヨ ン 2  3 と

サ ー バ ー 5 と の 間 で 多 言語 間 で の 相 互 の 意 思 疎 適 を図 つ て い る が  これ をパ ツ ヨ ン 2 ( ま

た は 3 ) と 絵 丈 ■ フ ァイ ル 5 1 と か らな る入 力l R ( あ るい は 出 力側 ) の 装 置 と して 捉 え る

こ と と して も よ い , そ の 場 合 は  捨 文字 フ ァイ ル 5 1 は パ ソコ ン 2 ( ま た は 3 ) の n t 憶部

2 2 ( ま た は 3 2 ) に あ つ て そ れ らの 装 置 同 士 を接 続 す る こ とで  同様 の 意 思 疎 通 を図 る
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こ とが で き る。 ま た  この 種 類 の 発 明 年 は  個 人や 企 業 で 独 占す るべ き もの で は な い。 し

た が って  わ れ わ れ は  この 発 F I H が竹 計 され れ ば  n t 慣で 広 く 般 に公 F H H し そ の発 明 に

関す る技 術 を広 め て い く所 十 で あ るも

【行 すの説明】

【0 0 6 1 1

1  多■語 門意思疎通支援 システム

2  六 ッ コ ン

2 1  C P U

2 1 1  第  表 示 手 段

2 1 2  第  入 替 手 段

2 1 3  第 四 表 示 手 段

2 2  記 憶 部

2 3  表 示 部

2 4  入 力 部

3  六 ッ ョ ン

3 1  C P U

3 1 1  第 二表 示 手 段

3 1 2  第
一 入 常 手 段

3 1 3  第 二 表 示 手 段

2 2  記 憶 部

2 3  表 示 部

2 4  入 力打モ

4  イ ン ター ネ ン ト

5  サ ー ハ ー

5 1  絵 文 字 フ ァイ ル

〔先行技術文献〕

〔特許文献】

〔0 0 6 2 】

〔特許文紙 1 】特開平 1 0 - 6 9 4 8 4 号 公報
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